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　私たちは、福岡市・イオン九州・家族会と共に、地域包

括ケアシステムの啓発と、システムに繋がるための仕組

みを検討することになりました。御財団から当該取組み

へ御理解と御支援を賜り、感謝いたします。

わが国では、在宅ケアを支えるシステム構築が求められ

ています。その背景において、少子高齢化の進展に伴う、

病院での医療から在宅医療へのギアチェンジが挙げられ

ます。要介護者の増加は、その家族の増加を意味し、私の

研究対象者である「在宅で介護する男性」も年々増え続け

ています。介護破綻する割合は、男性が女性に比べ有意に

高いことが明らかです。介護破綻の現場は、病院でなく地

域・家庭内ですから、介護破綻をさせないためのシステ

ム構築を検討において、市民の声を聞くことが必要で

す。介護破綻させない仕組みに地域包括ケアシステムは

位置付けられ、システムへ繋ぐ活動は、政策に沿ったもの

となります。

福岡市では、近年、若者人口が増加する一方、都市部にお

ける高齢者独居率20位内に2区が入っています。健康を

手放し、近所付き合いが少なく、孤立死への不安を抱える

高齢者が増加する一方、要介護状態になっても在宅の生

活を望む高齢者が多いのです。

一昨年、私の行った調査では、介護保険の申請をしていな

い男性介護者は、2割以上でした。なぜ、地域包括ケアシ

ステムなどの社会資源を利用しない・繋がらないので

しょう。きっと利用しない・繋がらないほうも言い分が

あるはずです。まずは、当事者に耳を傾け原因を明らかに

し、包括ケアシステムへ繋げるための検討を経て、システ

ムを稼働させることが必要です。当活動の場であるイオ

ンモール香椎浜は、土日の集客数は4万人を超え、市民の

声を聞く場として最適です。次年度は、実際に地域包括ケ

アシステムに繋ぎ、システムの促進を図り、広く市民へ還

元する予定です。
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